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(57)【要約】
肛門若しくは直腸診断及び手術用の複合型肛門内視鏡ユ
ニットであって、肛門内視鏡（２）はその中に嵌入され
る内側案内部材（１）と、肛門内視鏡（２）を嵌入する
ための、終端部が円錐台形中空円殻部（１８）として形
成され、短く作られることが好ましい外側固定部材（３
）を備える。前記３部材（１、２、３）は全てその胴部
が円形断面を持つ円錐台形の中空体である。肛門内視鏡
（２）に嵌入されると内側案内部材（１）はコンパクト
且つ滑らかな外面及び湾曲先端部を備えた単体となる。
前記外側固定部材（３）の開口部付近にはスロットを備
えた翼部（１９、２０）が肛門周辺の皮膚に固定され、
診察や手術中に複合型肛門内視鏡ユニット全体を固定す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　肛門内視鏡（２）と、該肛門内視鏡（２）に嵌入される内側案内部材（１）と、それら
を嵌入される外側固定部材（３）とを備え、前記３つの構成部材の断面が中空円形状であ
る複合型肛門内視鏡ユニットにおいて、
　前記３つの構成部材（１、２、３）は中空円殻部を含む胴部が円錐台形状で、
　前記内側案内部材（１）を肛門内視鏡（２）に挿入すると一体として構成され、肛門内
に挿入される胴部外面は滑らか且つコンパクトであり、該胴部外面より先端側に位置する
先端挿入側が中心側に向け先細状に縮径している先端湾曲部であることを特徴とする複合
型肛門内視鏡ユニット。
【請求項２】
　肛門内視鏡（２）は中央に中空円殻部（１２）を備え、その終端部から先端（１５）が
縮径方向に屈曲している先端湾曲部を具えた薄板状突出部（１４）が複数軸方向に延在し
ていることを特徴とする請求項１記載の複合型肛門内視鏡ユニット。
【請求項３】
　前記内側案内部材（１）は中空円殻部（４）を備え、そこから複数の長手方向に延びる
凹溝（９）が平行且つ等間隔で設けられ、凹溝の終端は閉塞された先端縮径端であること
を特徴とする請求項２記載の複合型肛門内視鏡ユニット。
【請求項４】
　前記内側案内部材（１）はその基側に、規定位置以上に前記肛門内視鏡（２）の方へ侵
入するのを防止する手段（８）が設けられることを特徴とする請求項３記載の複合型肛門
内視鏡ユニット。
【請求項５】
　前記肛門内視鏡（２）はその基側に位置する開口部に複数の貫通穴（１６）を設けたフ
ランジ（１０）を備えることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項記載の複合型肛門
内視鏡ユニット。
【請求項６】
　前記外側固定部材（３）には円錐台形である中空円殻部（１８）の直径が最大となる基
端部分に１又は複数のスロット（２１）穴を設けた２つの翼部（１９、２０）が備えられ
ることを特徴とする請求項１記載の複合型肛門内視鏡ユニット。
【請求項７】
　前記外側固定部材（３）は円錐台形である基側の内周側に１以上の突起部（１７）が備
えられ、前記肛門内視鏡（２）のフランジ（１０）の貫通穴（１６）に嵌合することを特
徴とする請求項１記載の複合型肛門内視鏡ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は肛門若しくは直腸の診察及び手術のための複合型肛門内視鏡ユニットに関する
ものであり、特に３つの構成部材の胴部が（僅かに）円錐台形となるように相互に嵌入し
てなる肛門内視鏡ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　肛門内視鏡は肛門管（肛門直上に位置する消化管）や下部直腸を診察する時に使用され
る外科用器具である。肛門内視鏡は通常円筒のパイプ形状で適当な導入器具によって肛門
管に挿入される。
　肛門管の診察に加えて痔核切除のような肛門若しくは直腸手術を行うことが可能な１以
上の部材を備えた複合型の肛門内視鏡も知られている。
【０００３】
　例えば、特許文献１（米国特許番号６，１２６，５９４号）には、他の円筒状部材を肛
門内視鏡に嵌入して構成される肛門内視鏡が知られている。前記肛門内視鏡には薄板状の
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突出部により分割された長手方向スロットが設けられている。このような形状によって直
腸の周囲内壁にある複数の痔核を縫合できる。この公知の肛門内視鏡は多くの欠点があり
、そのうちの１つは近隣の細胞にダメージを与える可能性がある薄板状の突出部が内側案
内部材から突き出ているので肛門管へ導入する際に外傷を伴うことである。更に使用時に
肛門内視鏡を適切な位置に配置して固定する構成にはなっていない。
【０００４】
　また、特許文献２（米国特許番号６，１４２，９３３号）より、痔核切除術のときに痔
核を縫合するための３つの構成部材よりなる複合型の肛門内視鏡が開示されている。また
、この公知の肛門内視鏡にも欠点がいくつかあり、そのうちの１つは手術用の開口が１つ
しかない点である。更に、手術中に肛門管の内側に移動しやすく、肛門縁に対する損傷箇
所をはっきりと決定することができない。
【０００５】
　痔核の治療時と他の肛門若しくは直腸の病気の治療時両方において縫合を正確な深さで
行うことは基本的条件である。施術開口が広すぎると手術者が直腸粘膜だけでなく筋肉の
被膜をも縫合してしまう危険がある。肛門縁からの縫合の距離もまたこの種の手術におい
ては基本的条件である。最後に、周方向の縫合の長さは極めて重要となる。実際に１８０
°に渡って縫合したり、３６０°縫合しなければならないことがある。
【０００６】
【特許文献１】米国特許番号６，１２６，５９４号
【特許文献２】米国特許番号６，１４２，９３３号
【発明の開示】
【０００７】
　上記した公知の肛門内視鏡では肛門縁からの距離を正確に評価することができず、正確
な外科手術ができるかどうかは執刀医の能力と知識によることになる。これらでは周方向
の縫合する長さを正確に評定できないし、肛門縁からの縫合箇所の距離を決めることもで
きないし、手術中に肛門内視鏡を肛門細胞に固定することもできない。
【０００８】
　本発明の範囲は上記した欠点のない複合型肛門内視鏡ユニットを提供することである。
これは、請求項１に詳細に説明した本発明による複合型肛門内視鏡ユニットによって達成
される。この肛門内視鏡の更なる特徴については従属項で説明されている。
（請求項１は、肛門内視鏡（２）と、該肛門内視鏡（２）に嵌入される内側案内部材（１
）と、それらを嵌入される外側固定部材（３）とを備え、前記３つの構成部材の断面が中
空円形状である複合型肛門内視鏡ユニットにおいて、前記３つの構成部材（１、２、３）
は胴部が円錐台形状で、前記内側案内部材（１）を肛門内視鏡（２）に挿入すると一体と
して構成され、肛門内に挿入される胴部外面は滑らか且つコンパクトであり、該胴部外面
より先端側に位置する先端挿入側が中心側に向け先細状に縮径している先端湾曲部である
ことを特徴とする。請求項２は、肛門内視鏡（２）は中央に中空円殻部（１２）を備え、
その終端部から先端（１５）が縮径方向に屈曲している先端湾曲部を具えた薄板状突出部
（１４）が複数軸方向に延在していることを特徴とする。請求項３は、前記内側案内部材
（１）は中空円殻部（４）を備え、そこから複数の長手方向に延びる凹溝（９）が平行且
つ等間隔で設けられ、凹溝の終端は閉塞された先端縮径端であることを特徴とする。請求
項４は前記内側案内部材（１）はその基側に、規定位置以上に前記肛門内視鏡（２）の方
へ侵入するのを防止する手段（８）が設けられることを特徴とする。請求項５は前記肛門
内視鏡（２）はその基側に位置する開口部に複数の貫通穴（１６）を設けたフランジ（１
０）を備えることを特徴とする。請求項６は前記外側固定部材（３）には円錐台形である
中空円殻部（１８）の直径が最大となる基端部分に１又は複数のスロット（２１）穴を設
けた２つの翼部（１９、２０）が備えられることを特徴とする。請求項７は前記外側固定
部材（３）は基部の内側に１以上の突起部（１７）が備えられ、前記肛門内視鏡（２）の
フランジ（１０）の貫通穴（１６）に嵌合することを特徴とする。）
【０００９】
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　本発明による肛門内視鏡の利点は、３つの構成部材を一体に組み立てて肛門管に導入さ
れる時には、先端が縮径するように湾曲しており外面が小型かつ滑らかで肛門管の中の組
織が傷つかないよう通過できる胴部を（僅かに）円錐台形状に一体として形成されている
ことである。
【００１０】
　本発明の肛門内視鏡による他の利点は、外側案内部材を肛門周囲の皮膚に縫合すること
により肛門内視鏡を固定することができるので、手術中に正確に安定して配置できる点で
ある。
【００１１】
　本発明の他の利点は内面に長手方向及び周方向の標線印（markers）を設けて肛門管内
の損傷位置に正確に配置して適切な深さで肛門縁から適切な距離を置いて適切な周方向の
長さを縫合できるようにした点にある。
【００１２】
　本発明による肛門内視鏡の更なる利点は薄板状の突出部が設けられて、その突出部の先
が先端湾曲部を支持するように屈曲しているので肛門内視鏡先端部の上に位置する直腸の
粘膜に傷を付けることがない点にある。
【００１３】
　本発明による複合型肛門内視鏡ユニットの上記及び他の利点については以下に図面を参
照して詳細に説明する実施例から当業者にとって明白である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　図１は本発明による複合型肛門内視鏡ユニットを示しており、３つの構成部材である中
空円錐台形状（僅かに先細上に円錐台形状になっている）の胴部によって構成部材同士が
相互にきつく嵌入されて一体形成される。３つの構成部材の形状及び直径面積によると、
全てを結合した時に器具の外面が滑らかでコンパクトな構成になり、簡単且つ組織を傷付
けずに肛門管に導入することができるように構成されている。
　肛門内視鏡２は内側案内部材１を嵌入する中間部材であり、肛門内視鏡２と内側案内部
材１は外側案内部材３に軸方向に嵌入される。この順番で１の構成部材を他の構成部材に
嵌入することができるのは外側案内部材３の直径が肛門内視鏡２の直径よりも僅かに大き
いからであり、肛門内視鏡は外側案内部材３に遊びなしで嵌入できる。同様に、内側案内
部材１の直径は肛門内視鏡２の直径よりも僅かに小さい。
【００１５】
　３つの構成部材の胴部が（僅かに先細の）中空円錐台形状であることにより相互に嵌入
したり抜き取ったりすることが容易にできて従来技術の肛門内視鏡に見られる円筒形状に
特有の取り付けの問題を解決することが出来る。
【００１６】
　図１に示す通り本発明による複合型肛門内視鏡ユニットの先端部が湾曲（先細状に縮径
）しているのは、肛門内視鏡２の（先端が）切取られた開口湾曲先端部とその下にある内
側案内部材１の先端が閉塞されてなる完全な湾曲先端部を特定の方法で嵌合させたからあ
る。後に詳細に説明するように、肛門内視鏡２と内側案内部材１の湾曲先端部の面積及び
形状は取り付けた時に相互に一体となる空洞部と立体部のシステムを形成するよう考えら
れており、一体として形成されると滑らかでコンパクトな外面を有するので本発明の元と
なった課題の１つを解決できる。
【００１７】
　図２に示す通り、内側案内部材１は内部が空洞で且つ胴部が僅かに円錐台形体からなり
、その入口にフランジ５が取り付けられて、中空円殻部４と入口の反対側に湾曲先端部（
中心側に向け先細状に縮径させた形状）６を備える。フランジ５にはハンドル７が備えら
れ本発明の複合型肛門内視鏡ユニットを取り付ける際や肛門内視鏡検査や他の外科手術で
使用している最中にも内側案内部材１を挿脱するなど適切に操作できる。本実施例では、
内側案内部材１にフランジ開口端より所定の帯幅を持って中空円殻部４へ向けて軸方向に
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くさび状に切り欠いて形成される（舌片状の）スナップピン８が設けられて、該スナップ
ピン８の拡径方向のバネ力により肛門内視鏡２と一体形成できるようにしている。
【００１８】
　内側案内部材１の基部が円錐台で中央部が筒状の形体の先側には長手（軸）方向に平行
に延在された複数の凹溝９が備えられており、該複数の凹溝９は軸線と直交する半径方向
に円断面に対して（円周方向に）相互に等間隔となるように設けられている。凹溝９は内
側案内部材１のボデイ側筒状形体のほぼ中間、つまり中空円殻部４の終端部から閉鎖され
ている湾曲先端部まで延びている。
【００１９】
　図３に示すように肛門内視鏡２は同様に円錐台形状の中空円殻部１２の基側入口にフラ
ンジ１０を備える。フランジ１０は少なくとも１のハンドル１１、本実施例では左右に延
在する一対のハンドル１１を備え、ユニット一体として肛門内の取り付け作業時と内側案
内部材１を外して肛門内視鏡２としての使用時にも肛門内視鏡を操作する。内側案内部材
１と同様に、肛門内視鏡２は中空円殻部１２と、該円殻部１２終端側より長手（軸）方向
に複数平行に延在されたスロット（長手方向の帯状スリット穴）１３を備え、先端が先細
状に縮径された湾曲先端部を備え、スロット１３により肛門内視鏡２の内部が外周囲空間
へと連通（開口）する。スロット１３は等間隔で配置されており、薄板状突出（舌片）部
１４で隔てられている。薄板状（舌片状）突出部１４の数は内側案内部材１の凹溝９の数
と同じで且つその周方向の取り付け角度位置及び帯巾はいずれも一致しているので、内側
案内部材１を外すと薄板状（舌片）突出部１凹溝９に沿って軸方向に摺動しながら嵌合が
解除され、肛門内視鏡２のみが肛門消化管内に位置しての使用時は薄板状（舌片状）突出
部１４の弾性力による拡開縮径によって肛門内視鏡２の内部と外周囲（消化管壁）へと繋
ぐスロットの開口巾を開閉する方向に制御する。
【００２０】
　薄板状突出部１４はその先端部付近で中心側へ向かって屈曲した先端湾曲部１５を備え
て、内側案内部材１の湾曲先端部６にきつくはめ込まれるようにする。肛門内視鏡２の長
手方向スロット１３は空洞の円錐台形状の中空円殻部１２からほぼ湾曲先端部６まで延在
させた薄板状突出部１４によって相互に隔てられており、複数の突出部１４の屈曲部先端
（湾曲部先端）の円周間に開口ができる。このように、中空円殻部１２が肛門内視鏡２の
ほぼ前半部分を形成し先端が周方向に開口している薄板状突出部１４群がおよそ後半部分
を構成している。
【００２１】
　内側案内部材１を肛門内視鏡２に導入する際に薄板状突出部１４がそれ自体のもってい
る弾性力によって凹溝９の中をスライドして完全に凹溝９内に嵌合することによって図１
に示すようなコンパクトで滑らかな外面を備え湾曲先端部を終端とする中空空洞で円錐台
の円殻部１２の先側には先細状に縮径された先端湾曲部からなる形体が形成される。この
ように独特の嵌合により得られた滑らかでコンパクトな外面によって、本発明の複合型肛
門内視鏡ユニットは組織を傷つけることなく肛門管に挿入することができる。
【００２２】
　本発明による肛門内視鏡を使用する際には薄板状突出部１４がその下の内側案内部材１
の凹溝９に嵌めこまれて肛門若しくは直腸の粘膜や直腸の筋肉被膜が凹溝９に入るのを防
ぐ。つまり、損傷部の正確な場所を見つけて診察する際に薄板状突出部１４が肛門若しく
は直腸の粘膜や直腸の筋肉被膜を支持する。
【００２３】
　好ましくは肛門内視鏡２の内面に周方向及び長手方向に設けられた標線印を所定の間隔
で設ける（不図示）。そのような目印によって損傷部分の肛門縁からの距離を正確に示す
ことができ長手方向及び周方向両方において完璧に手術部分に焦点を当てて施術できる。
【００２４】
　肛門内視鏡２のフランジ１０は複数の貫通穴１６を好ましくは等間隔に配置し、外側案
内部材３の内側で肛門内視鏡２が回転しないようにする。後に説明するように外側案内部
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材３には貫通穴１６に嵌合する突起部１７が設けられている。
【００２５】
　次に図４を参照して、外側案内部材３は他の部材１及び２よりもかなり短く、基本的に
中空円殻部１８で形成される胴部が（僅かに）円錐台の形体で、その基端側の外径の左右
両側に穴の開いた翼部材１９、２０が設けられている。内側案内部材１の中空円殻部４と
肛門内視鏡２の中空円殻部１２と外側案内部材３の中空円殻部１８の長さは図１に示すよ
うにほぼ同じである。翼部材１９及び２０はハンドルとして使用して肛門部分の内側で複
合型肛門内視鏡ユニット全体が正確に配置されるようにする。更に、翼部材１９及び２０
は肛門管に複合型肛門内視鏡ユニットを挿入する際に肛門の出口壁に止設される台座とし
て機能する。このように翼部材１９及び２０には二重の機能がある。１つは肛門内視鏡を
肛門管に嵌入するときのハンドルであり、２つ目は器具が肛門部分に接触した時に挿入工
程の終端を示す台座となる機能である。
【００２６】
　翼部１９及び２０にあるスロット２１により、外側案内部材３を肛門周辺の皮膚に縫合
できて手術中に本発明の複合型肛門内視鏡ユニットを固定できる。上記スロットにより固
定されると外側案内部材３は肛門内視鏡２及び内側案内部材１を支持すると共に軸方向の
ガイドとなる。
【００２７】
　肛門内視鏡２が外側案内部材３内に軸方向に嵌入されると、その内側にある突起部１７
は肛門内視鏡２のフランジに設けられた貫通穴１６に嵌合して相互に回転しないようにす
る。このように肛門内視鏡２の角度位置は外側案内部材３に対して固定されるので本発明
の複合型肛門内視鏡ユニットを普通に使用している時はその位置を維持することができる
。フランジ１０の貫通穴の数と外側案内部材３の開口内側の対応する突起部（支柱）１７
の数が多ければ多いほど、外側案内部材３と肛門内視鏡２の相対的な位置規定は精度が良
くなることは明白である。
【００２８】
　複合型肛門内視鏡ユニットは外側案内部材３によって肛門周辺部の皮膚に固定していて
も、スナップピン器具８を内側に曲げ弾性力を解除することによりハンドル７で内側案内
部材１を軸方向に引き抜くことができる。このように肛門内視鏡２の内側は全く固定され
ていないので肛門及び肛門若しくは直腸部分を診察することができる。
【００２９】
　本発明の肛門内視鏡は３つの構成部材が相互にきつく嵌入されて、図１に示すような外
面が滑らかでコンパクトな１つの単体を形成してから肛門管に挿入される。穴の空いた翼
部１９及び２０を縫合することにより肛門周辺の皮膚に外側案内部材３を固定した後に内
側案内部材１を外すことができる。次に、外側案内部材３の穴の中で肛門内視鏡２を回転
させて直腸壁の関連部分の粘膜が薄板状の突出部１４間のスロットから脱出するように肛
門内視鏡２の位置を調整することができる。この段階では、外側案内部材３の突起部１７
を肛門内視鏡２のフランジ１０に設けられた貫通穴１６に嵌合させて肛門内視鏡２を外側
案内部材３に固定している。このようにして肛門内視鏡は肛門管にしっかりと固定されて
いるので、手術中ずっと関連部分を固定可能なシステムを実現できる。この方法により肛
門縁から正確な距離で且つ円周方向の所定の長さを縫合できる。更に、肛門内視鏡２は最
終的には固定された外側案内部材３から引き抜かれて、何れにせよその他の手術用器具を
導入できるように肛門管を開いた状態にする。
【００３０】
　上記で説明した発明の実施例に、当業者により同一発明となる範囲内で更なる変形及び
／又は追加が加えられてもよい。例えば、肛門内視鏡２及び内側案内部材１のハンドルの
形を本発明と同機能を有する範囲内で変化させてもよい。同様に３部材の構成に使用され
る材料を変更してもよい。構成に適した材料であればどのような材料を使用してもよいが
、好ましくはポリエチレン・テレフタレート（ＰＥＴ）とする。
【図面の簡単な説明】
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【００３１】
【図１】３つの構成部材を一方を他方に嵌入して一体となり使用準備ができた状態の複合
型肛門内視鏡ユニットの斜視図である。
【図２】内側案内部材の斜視図である。
【図３】肛門内視鏡の斜視図である。
【図４】外側案内部材の斜視図である。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成18年9月29日(2006.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　肛門内視鏡は肛門管（肛門直上に位置する消化管）や下部直腸を診察する時に使用され
る外科用器具である。肛門内視鏡は通常円筒のパイプ形状で適当な導入器具によって肛門
管に挿入される。
　肛門管の診察に加えて痔核切除のような肛門若しくは直腸手術を行うことが可能な１以
上の部材を備えた複合型の肛門内視鏡も知られている。
　例えば特許文献３（米国特許番号５，４６４，４１２号）には外側バレルと外側バレル
に密接して嵌合する内側バレルよりなる２連タイプの内視鏡が開示されている。この内視
鏡の構成によると操作者は器具を人体の開口部に挿入可能であるが、組み立てた時に器具
の末端部が側面から見て段差があり、結局人体開口部（肛門）に挿入する時に（肛門、消
化管及び直腸に）外傷を残すことになる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
【特許文献１】米国特許番号６，１２６，５９４号
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【特許文献２】米国特許番号６，１４２，９３３号
【特許文献３】米国特許番号５，４６４，４１２号
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【国際調査報告】
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